
（別紙３）

～ 2026年　3　月　20　日

（対象者数） 14名 （回答者数）
13名

～ 2026年　3　月　20　日

（対象者数） 4名 （回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
楽しみながらルールを守って行けるようにスタッフでミー

ティングを行い、飽きさせないように工夫して行きます。

2
より、多くの体験、経験が出来るように日々スタッフ一同で

ミーティングを行い、勉強会を行っています。

3

細やかにお子様の様子が把握できるように、事前のミーティ

ングなどで情報交換を行って行きます。お子様が楽しめるプ

ログラムの充実に取り組んでいきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
パーテーションを活用し、子供の特性に応じて環境設定を考

える。

2

3

コミュニケーション能力を身に付けられるように

集団活動や集団での運動遊び、カードゲーム、ボードゲームを

行いルールを守りながら楽しめるように日々取り組んでいま

す。

レクレーションの充実

学校がお休みの日はクッキング、遠足、自然体験、遠方の公園

遊び、工作などお子様が様々な経験、体験ができるように取り

組んでいます。

子供にとって安心感があり、楽しめる環境

毎日のお子様の様子を見ながら、支援しています。お子様が楽

しんだり、安心して話せたり相談したり出来る環境作りをして

います。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ワンフロアであること
活動を分けるのが難しい。静かに過ごしたいときや、音が苦手

な利用者への対応が課題。

2026年　2　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3　月　26　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 すまいるでい

○保護者評価実施期間
2026年　2　月　1　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


